
会計 款 項 目
多額
経費

一般 2 1 7 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

単位

ⅰ 38 92 100 ％
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成28年度決算 平成29年度決算

事業費（千円） 1,649,756 744,665
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円） 1,602,900 722,100
一般財源（千円） 46,856 22,565

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 229,804

H28⇒29繰越 515,742

補正 0

流用・充当 0

515,742

③達成状況 完了
現年分 228,923

④未完了・非着手の理由
平成30年度への繰越額（単位；千円） 0

②計画に対する事業実績 免震改修工事を完了した。
229,804 745,546 744,665

H28から
の繰越

③上記評価の理由 　工事が適正に完了することが出来たため。

①平成29年度の計画
免震改修工事を前年度に引き
続き実施する。

平成29年度事業費の状況（単位；千円）
計画事業費 予算額 決算額

①課題 平成２９年度で終了したため、なし。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 1終了
ⅳ効率性 3高い

3,135 地下埋設ｹｰﾌﾞﾙ等移設業務委託(継続費) 0
0

724,938 市庁舎免震改修工事（継続費）

11,236 市庁舎免震改修工事監理委託（継続費）

平成29年度決算（事業費）の主な内訳 平成30年度予算
金額（千円） 内容 0

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

　市庁舎は多くの市民が利用する施設であることから、適正な管理を行い、安全・
安心、快適に利用できる必要がある。

①平成29年度の事
業の成果

　工事を円滑に進め、来庁者や職員の安全確保に努めながら改修工事を完了する
ことが出来た。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

改修割合 業務取得

①目的 　市庁舎（建物）
意図（対象をどう
するのか）

　免震化により、防災活動の拠点として
大地震に耐えうる施設となる。

②事務事業の概要 　市庁舎の免震改修工事を行う。

施策 233防災対策の強化 弓削　孝司

①前回
の評価
で掲げ
た内容

　市民サービスの低下防止と来庁者の安
全に配慮しながら工事を完成させる。 ③平成30年

度に取組む
改革・改善
内容

平成２９年度までに事業が完了して
いる。②①に

基づく
取組み
結果

　市民サービスを低下させず、事故なく工
事を完了することが出来た。

平成３０年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 市庁舎免震改修事業

政策 23安全に暮らせる社会システムをつくります 契約管財課



会計 款 項 目
多額
経費

一般 2 1 7 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度 単位

ⅰ 5 88 ％
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成28年度決算 平成29年度決算

事業費（千円） 4,922 81,966
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円） 0 61,100
一般財源（千円） 4,922 20,866

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 85,495

H28⇒29繰越 0

補正 0

流用・充当 -1,254

0

③達成状況 完了
現年分 81,966

④未完了・非着手の理由
平成30年度への繰越額（単位；千円） 0

②計画に対する事業実績
改修工事及び整備工事を実施
した。

85,495 84,241 81,966

H28から
の繰越

③上記評価の理由
　市庁舎施設の一部は、改修及び整備を完了したが、今後も空調施設の老朽化対
策など大規模改修を行う必要があるため。

①平成29年度の計画
改修工事及び整備工事を実施
する。

平成29年度事業費の状況（単位；千円）
計画事業費 予算額 決算額

①課題 　施設の利用目的・ニーズに合ったものを改修・整備する必要がある。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 3休止
ⅳ効率性 2普通

16,047 市庁舎地下1階改修（設備）工事 0
11,890 鎌ケ谷市庁舎倉庫棟等整備（設備）工事 0

29,733 鎌ケ谷市庁舎倉庫棟等整備（建築）工事

21,758 市庁舎地下1階改修（建築）工事

平成29年度決算（事業費）の主な内訳 平成30年度予算
金額（千円） 内容 0

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

　市庁舎は多くの市民が利用する施設であることから、適正な管理を行い、安全・
安心、快適に利用できる必要がある。

①平成29年度の事
業の成果

　関係部署と調整を図り、工事を完成することが出来た。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

改修割合 業務取得

①目的 　市庁舎建物及び敷地内
意図（対象をどう
するのか）

　執務スペースの改善及び防災対策を
強化する。

②事務事業の概要 　市庁舎建物及び敷地内において、施設の改修や整備を行う。

施策 233防災対策の強化 弓削　孝司

①前回
の評価
で掲げ
た内容

　工事中における騒音や振動など来庁市
民に支障とならないよう、関係部署との綿
密な調整を図りながら工事を進めていく。 ③平成30年

度に取組む
改革・改善
内容

　老朽化が進行している設備を確認
し、更新に向けた方法を検討してい
く。②①に

基づく
取組み
結果

　工程管理などを調整し、関係部署との綿
密な連携を図ることで、工事を完了するこ
とが出来た。

平成３０年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 市庁舎改修等事業

政策 23安全に暮らせる社会システムをつくります 契約管財課



会計 款 項 目
多額
経費

一般 2 1 7 ○

担当課室

担当課室長

Ⅰ　改革・改善内容（＝事務事業をより良く実施するための方策）

Ⅱ　事務事業の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度 単位

ⅰ 0 0 31 ％
ⅱ
ⅲ

③事務事業のコスト 平成28年度決算 平成29年度決算

事業費（千円） 0 53,642
国支出金（千円）
県支出金（千円）
市債その他（千円） 0 48,200
一般財源（千円） 0 5,442

Ⅳ　評価・検討

ⅰ市関与の妥当性 3高い
ⅱ有効性 3高い

Ⅴ　多額の経費を要する事業等の「実施計画」における達成状況

当初 166,766

H28⇒29繰越 0

補正 0

流用・充当 -2,479

0

③達成状況 未完了
現年分 53,642

④未完了・非着手の理由
既存資材にアスベストが含まれていること
が判明し、除去する必要が生じたため。 平成30年度への繰越額（単位；千円） 110,645

②計画に対する事業実績
解体工事を完了することが出来
なかった。

166,766 164,287 53,642

H28から
の繰越

③上記評価の理由 工事が適正に進捗しているか確認するため。

①平成29年度の計画 解体工事を実施する。
平成29年度事業費の状況（単位；千円）

計画事業費 予算額 決算額

①課題
　施設が近隣住宅に隣接しているため、慎重に工事を行う。また、アスベストの除去
作業に時間を要したが、速やかに工事を完了させ、周辺住民の不安を取り除く。

②評価
ⅲ公平性 3高い

ⅴ総合評価 6精査・検証
ⅳ効率性 3高い

99,500
11,145

47,700 旧第二学校給食ｾﾝﾀｰ他建物解体工事

3,311 家屋事前調査業務委託（その1）

平成29年度決算（事業費）の主な内訳 平成30年度予算
金額（千円） 内容 110,645

③環境分析（事業開始
からの状況変化や今後の
見込み・市民意向など）

　市庁舎は多くの市民が利用する施設であることから、適正な管理を行い、安全・
安心、快適に利用できる必要がある。

①平成29年度の事
業の成果

　周辺住民へ騒音や振動などを配慮しながら工事を進めた。また、既存施設からア
スベストが検出されたことで工期を延長する必要が生じた。

②成果
を表す
指標

指標名称 算定根拠

改修割合 業務取得

①目的 旧第二学校給食センター他
意図（対象をどう
するのか）

既存施設の解体を行う。

②事務事業の概要
　旧第二学校給食センター及び旧トレーニングセンターの跡地について、浸水対策
として、排水路を整備する為、建物を解体する。

施策 412効率的で健全な行財政運営の推進 弓削　孝司

①前回
の評価
で掲げ
た内容

新規のため、なし。
③平成30年
度に取組む
改革・改善
内容

　周辺住民への影響を最小限に抑
え、工事を完了させる。②①に

基づく
取組み
結果

新規のため、なし。

平成３０年度　鎌ケ谷市事務事業評価表（事後）（標準評価表）

事務事業名 旧第二学校給食センター他建物解体事業

政策 23安全に暮らせる社会システムをつくります 契約管財課


